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科目名 

Course Name 

食開発プロジェクト演習 

Food Development Project Seminar 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
L2-001 

年次 1年 期別 後期 単位数 １ 授業形態 演習 

担当者氏名 石島 康裕 

連絡方法 C-Learningで対応、非常勤講師室、オフィスアワードは授業担当時間外 

必修／選択 選択 

関連DP DP1，DP5   

授業の概要と 

到達目標 

【授業概要】 

地域「食」のブランディング基礎演習 

食関連トレンドを理解しながら「地域の食」の未来について、 

食ブランディングの学びを通してプロモーション（販促活動）の演習を行う。 

具体的には以下の２つのことを実施する。 

１、コンセプトを踏まえた企画書作成（生成AI活用の簡単レシピなどA4、1枚程度） 

２、ブランドをイメージしたスタイリングの作成および撮影、SNS配信（最低１スタイリング）とレシ

ピブック原稿作成 

【到達目標】 

1. 食トレンドと地域資源の理解 

現代の食トレンドや地域「食」の特性を踏まえたブランディングのアイデアを構築できるように

する。 

2. コンセプトに基づくレシピ開発力の習得 

 地域の魅力を活かしたレシピを生成AIを活用して具体的な形にし、わかりやすく伝えられる

ようにする。 

3. 食ブランディングの実践的スキルの習得 

 作成したレシピに合ったスタイリングや撮影を行い、ブランドとしての魅力をビジュアルで表

現できるようにする。 

4. SNSを活用したプロモーションスキルの習得 

 ターゲットに響く形で SNSを使って発信し、効果的なプロモーションを展開できるようにする。 

5. プロジェクト型学習を通じた課題解決能力の向上 

 チームで進めるプロジェクトを通して、自ら考え、行動し、課題に対応する力を高めるようにす

る。 

授業の方法 
講義形式と演習形式にて実施。毎回デジタルテキストを用意し、ウェブ上で確認できる形で配布。 

 

学習成果 

LO1 

実際の仕事の流れを体験するプロジェクト型授業を通じて、企画立案から実行までをやり遂

げる力を養う。これにより、将来の職場でも主体的に動けるスキルを身につける。SNSでの

プロモーションやターゲットに向けた情報発信の実践により、自分のアイデアを効果的に伝

える力を育てる。 

LO2  

LO3 

地域食材の価値や魅力を引き出し、ブランディングにつなげる力を養い、「地域の食」に特

化した視点を持つことができる。企画やスタイリングの作成を通じて、「食」を通じたブランド

構築の実務的なアプローチを体験し、専門的な知識を身につける。 

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
提出課題は３つ（予定）です。講義内発表、または個別にフィードバックする。 

教科書／ 

参考図書 

参考図書（部分的に使用するので購入の必要はありません。随時講義内で紹介します。）     

小林哲『地域ブランディングの理論-食文化資源を活用した地域多様性の創出-』有斐閣 

隅本純・村中均『すっきりわかるマーケティング戦略』文眞堂 

日本フードコーディネーター協会『新・フードコーディネーター協会』柴田書店 

日本フードスペシャリスト協会『フードコーディネーター論』建帛社 
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履修上の留意点

やルール等 

事後学習に費やすべき時間の目安は各回 120 分とする。自己の疑問に積極的に調べ 課題解決

を常に心掛けること。 

担当教員の実務

経験 

地域の食品関連企業、道の駅等の商品開発、パッケージデザイン、ウェブサイト構築等の販売促

進 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 
①授業内の演習で自発的に行動し、アイデアの積極性、問題解決の姿

勢が見られる。②他のメンバーとの協働も見られる。 
40    

レポート／作品 
①成果物への積極的な取り組んでいる。②ブランドを理解しターゲット

への訴求力がある。（食としての完成度よりプロセスを重視する） 
  40  

発表 
①工夫した発表資料となっている。②自分の意見を論理的に述べてい

る。③積極的に質疑応答に臨んでいる。 
  20  

小テスト      

試験      

その他      

合 計 40  60  
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回数 授業計画 

１ 
授業内容 

【オリエンテーション】 講義の目的・概要説明、プロジェクトの進め方と最終成果物のイ

メージ共有 

事前・事後学習 次回の学習内容について調べてまとめる。課題への取り組みの準備。 

２ 
授業内容 

【地域「食」のブランディングやトレンド】SDGsと食関連の市場の消費トレンド傾向、イミ消

費・エシカル消費の背景 

事前・事後学習 ブランドの振り返りと身の回りの食の環境問題について調べる。 

３ 
授業内容 【消費動向と商品開発】アイデア創出法と生成AI活用などの事例 

事前・事後学習 企画書作成の準備 

４ 
授業内容 【企画書作成とデザイン】食関連製造企業の販売促進概要、パッケージデザイン概要 

事前・事後学習 デザインを反映した企画書作成、提出課題の作成 ＊授業後１週間課題提出 

５ 
授業内容 【スタイリングワーク演習１】VMDとディスプレイの基本手法、事例紹介 

事前・事後学習 各自スタイリングのイメージ作成、小物準備 

６ 
授業内容 

【スタイリングワーク演習２】事業者の具体的なターゲット、ペルソナなどの設定からコン

セプワーク 

事前・事後学習 各自スタイリングのイメージ作成、小物準備 

７ 
授業内容 【スタイリングワーク演習３】撮影手法と演習 

事前・事後学習 各自スタイリングのイメージ作成、小物準備 

８ 
授業内容 【スタイリングワーク演習４】撮影手法と演習 

事前・事後学習 各自撮影し直しや SNS投稿文のブラッシュアップ ＊課題提出 

９ 
授業内容 【マーケティングの基本】４P,４Cなど基本とデザイン思考  

事前・事後学習 インスタ投稿原稿作成課題への取り組み 

１０ 
授業内容 

【SNS 活用とプロモーション（販促）1】SNS での効果的な情報発信の方法（ターゲット設

定、投稿テクニック） 

事前・事後学習 インスタ投稿原稿作成課題への取り組み 

１１ 
授業内容 【SNS活用とプロモーション（販促）2】ハッシュタグや文章作成のコツ（生成AI活用） 

事前・事後学習 インスタ投稿原稿作成課題への取り組み 

１２ 
授業内容 【SNS活用とプロモーション（販促）3】＊課題提出 

事前・事後学習 インスタ投稿原稿作成課題への取り組み 

１３ 
授業内容 【飲食関連のデザイン事例】カフェのブランディングとウェブ作成と販促デザイン事例 

事前・事後学習 最終課題レシピブック原稿作成への取り組み 

１４ 
授業内容 【レシピBOOKデザイン実習1】 

事前・事後学習 最終課題レシピブック原稿作成への取り組み 

１５ 
授業内容 【レシピBOOKデザイン実習2】 発表（予定） 

事前・事後学習 最終課題レシピブック原稿作成への取り組み 

 

 


